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お詫びと訂正 

 
 弊社刊行の『精神保健福祉士国家試験過去問解説集 2024 第 23 回－第 25 回全問完全解

説』の本文中、以下の箇所に誤りがございました。お詫びして、訂正させていただきます。

（2024 年 1月 25日更新） 

該当頁 該当箇所 誤 正 備考 

92頁 

 

下部の囲み

（＊で始ま

る脚注）中 

（2024 年（令和 6 年）4

月 1日施行） 

（2022 年（令和 4 年）

12月 16日から起算して

3 年を超えない範囲内

において政令で定める

日施行） 

2023/5/2 

更新 

115 頁 問題 8 

解説 1 

英語外部検定を受検した

ことは，個人の動機づけ

や欲求に基づくものでは

なく大学の入試を受験す 

る条件であり，動機づけ

とは関連がない。 

選択肢は，外発的動機づ

けによる行動である。英

語外部検定を受検した

のは，大学の入試要件に

なっていることから引

き起こされた行動であ

る。 

2023/9/5 

更新 

 

146 頁 問題 33 

解説 1 

1行目 

特定営利活動法人 特定非営利活動法人 2023/9/5 

更新 

 

190 頁 問題 68 

解説 3 

1行目 

総合福祉資金 総合支援資金 2023/9/5 

更新 

 

203 頁 問題 77 

解説 1 

4行目 

公務員の労働権 公務員の労働基本権 2023/9/5 

更新 

240 頁 問題 29 次頁に掲載 2024/1/25 

更新 

288 頁 

290 頁 

下部の囲み

（＊で始ま

る脚注）中 

（2024 年（令和 6 年）4

月 1日施行） 

（2022 年（令和 4 年）

12月 16日から起算して

3 年を超えない範囲内

において政令で定める

日施行） 

2023/5/2 

更新 
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240 頁問題 29の Point及び選択肢 1～5の解説が、問題に対する解説の内容として適切で

はありませんでした。Point及び解説を下記のとおり訂正いたします。 

 

 

Point 

精神保健福祉士が精神障害のあるクライエントを援助する際の基本的な考え方に関する問

題である。相談援助の価値や理念をふまえ、さまざまな制度を活用して援助することを理解

しておくことが求められる。この問題のポイントは「クライエントの意思が確認できていな

いことをふまえて選択肢を読む」ことである。正解である選択肢２はクライエントの負担を

軽減させるための提案になっているが，選択肢１・３・４は利用しているサービスやグルー

プを中断させる提案をしている。こうした設問の特徴を読み取ることが重要である。 

 

1 × クライエントや家族の意向がわからない状況で，現在利用している就労移行支援事

業所の利用を控えるように提案することは適切ではない。ここでは，クライエントと家族，

双方の意思を共有したうえで，可能な限り，家族の治療に支障が出ない形でクライエントの

事業所利用が継続できる援助方針を立てることが望ましい。 

2 〇 通院しながら子育てをしているクライエントに対して，ファミリー・サポート・セ

ンター事業の利用を提案することは，クライエントの子育てへの不安や負担の軽減，自身の

治療に専念できるという点で適切である。ファミリー・サポート・センター事業とは，乳幼

児や小学生等の児童を有する子育て中の労働者や主婦等を対象として，児童の預かりの援

助を受けたい者と当該援助を行いたい者との相互援助活動に関する連絡，調整等を行う事

業である。 

3 × アルコール依存症で通院しているクライエントが自助グループを利用することに

よって，症状が安定し親の介護ができている可能性も考えられる。クライエントの意思も確

認できていない状況で，自助グループの利用をやめて介護に専念してもらう提案は適切で

はない。 

4 × グループホームは，入居の形態はとっても在宅に位置づくサービスであり，必要性

がある場合には，入居しながら通所型のサービスを利用することは可能である。よって，こ

れまで使っていた通所型サービスの中断を提案することは適切ではない。ただし，グループ

ホームに入居したことで生活環境が変化することによる本人への影響は考慮しなければな

らない。 

5 × 障害者総合支援法における障害支援区分は，障害福祉サービス事業所ではなく，市

町村によって認定されるため誤りである。障害者総合支援法のサービスに関して，申請から

サービス利用までの流れは理解しておくべき知識である。 


